
農業委員会の委員が改選されました。
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豊田市
農業委員会だより

今ある農地を活かし、守り、残す、
農地利用の最適化を進めるために

第　 　　　号17
令和２年１０月１日発行

農業委員 19人と農地利用最適化推進委員４５人の合計６４人。任期は３年で、農地利用の最適化に取り組みます。
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小原地区

松平地区

緑の枠内の方は地区
推進委員の代表者

旭地区 稲武地区

足助地区

下山地区

　
旭

農
業
委
員

推
進
委
員

（榊野町）
林　如実

（槙本町）
松井秀樹

（池島町）
市村好幸

　
稲
武

農
業
委
員

推
進
委
員

推
進
委
員

推
進
委
員

　
足
助

農
業
委
員

　
下
山

農
業
委
員

（大坪町）
鈴木順三

（稲武町）
杉田雅子

（川手町）
大島年春

（桑原町）
松井　晃

（西樫尾町）
伊藤政和

（怒田沢町）
加納一範

（栃本町）
倉田富夫

（月原町）
宇井正法

（国閑町）
青木日出夫

（葛沢町）
青山富貴夫

（下山田代町）
浅見富士男

（黒坂町）
倉地雅博

（花沢町）
近藤清彦

（阿蔵町）
小木曽誠

（高岡本町）
杉浦俊雄

農業委員会役員

役員名 担当地区

１ 　横粂　鈞（会長）　全地区

２ 　杉浦俊雄（職代）　高岡

３ 　石川幸子 　上郷

４ 　鈴木喜一郎 　豊田・高橋・猿投・保見・石野

５ 　伊藤政和 　松平・足助・下山

６ 　加知　満 　藤岡・小原・旭・稲武

地区農業委員会　代表・副代表　　

代表 副代表 担当地区

1 　鈴木喜一郎 　神谷春博 　豊田・高橋

2 　西山弥太郎 　髙橋道明　 　上郷

3 　杉浦俊雄 　近藤守久 　高岡

4 　梅村貢司 　渡邊秀己 　猿投・保見・藤岡・石野

5 　浅見富士男 　加納一範 　松平・足助・下山

６ 　杉田雅子 　鈴木順三 　小原・旭・稲武
＊農業委員と推進委員が連携して、地区別に農地利用の最適化を図る委員会

　農地利用最適化推進委員代表者　地区別

地区 代表推進委員名 地区 代表推進委員名

１ 豊田 　神谷春博 ８ 藤岡 　長江茂徳

２ 高橋 　鈴木正和 ９ 小原 　加藤信行

３ 上郷 　髙橋道明 １０ 松平 　加藤正道

４ 高岡 　近藤守久 11 足助 　加納一範

５ 猿投 　磯村貴史 １２ 下山 　倉地雅博

６ 保見 　渡邊秀己 １３ 旭 　鈴木順三

７ 石野 　田中新二 １４ 稲武 　松井　晃

■農業委員会に関するお問い合わせは　　農業委員会事務局　　　電話　34 － 6639

【農業委員】
令和２年７月２０日から
任期　３年間（～５.7.19）

【農地利用最適化推進委員】
略称　推進委員
令和２年７月２０日から
任期    ３年間（～５.7.19)

地区別の豊田市農業委員・推進委員は次の皆さんです

豊
田
市
農
業
委
員
会　

会
長

豊
田
市
農
業
委
員
会

会
長
職
務
代
理

横粂　鈞
（保見町）

令和 2 年 7 月

新委員
 改　選
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豊田地区

小原地区

高岡地区

猿投地区

高橋地区

石野地区

上郷地区

保見地区

松平地区

藤岡地区

鈴木喜一郎 石川要一光岡　進日髙　茂神谷春博
（小坂町） （京町）（上挙母） （下市場町） （本地町）

柘植和道鈴木正和
（岩滝町）（古瀬間町）（高橋町）

加藤伴直

杉浦俊雄 近藤和人 𡈽方和子

勝田清秋近藤守久 近藤和夫

原田好則山内茂夫小山吉夫

為井　裕

（高岡本町） （竹元町） （駒新町）

（堤町）（竜神町）（竹元町） （大島町）

（若林西町）（吉原町）（中田町）

（桝塚西町）
西山弥太郎
（桝塚東町）

石川幸子
（永覚町）

山田延孝
（和会町）

深津峰男髙橋道明
（畝部東町）

近藤智鉱
（和会町）

鈴木　正
（幸海町）

加藤正道
（林添町）

伊藤喜代司
（石楠町）

横粂　鈞 渡邊秀己

（大平町）

（季町） （永太郎町）

（西市野々町）（上渡合町）

（西中山町）

（保見町） （東保見町） （篠原町）

（亀首町） （加納町）（越戸町） （乙部町）（四郷町）

（東広瀬町） （千鳥町） （藤沢町）

農
業
委
員

推
進
委
員

　
豊
田

　
高
橋

農
業
委
員

推
進
委
員

　
高
岡

農
業
委
員

推
進
委
員

　
上
郷

農
業
委
員

推
進
委
員

　
松
平

農
業
委
員

推
進
委
員

　
石
野

農
業
委
員

推
進
委
員

　
猿
投

農
業
委
員

推
進
委
員

　
藤
岡

農
業
委
員

推
進
委
員

　
保
見

農
業
委
員

推
進
委
員

　
小
原

3 農
業
委
員

推
進
委
員

篠田　譲

梅村貢司

山中　治

梅村逸次 羽根田茂法小澤己良 水野　浩磯村貴史

水野省治 田中新二 三宅正志

加知　満

加藤信行 鈴木博隆

長江茂徳

農　業　委　員

農地利用最適化推進委員
19 人
45 人

委　員　総　数　　　　６４人

（木瀬町）
中島匡代

築山正樹
（扶桑町）

（渡刈町）

中野　実
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特 集

農
地
利
用
最
適
化
活
動
の
進
め
方

　
　
　
　
各
農
業
委
員
会
の
抱
え
る
課
題

豊
田
市
農
業
委
員
会　
会
長

横
粂
　
鈞 

さ
ん

み
よ
し
市
農
業
委
員
会　
会
長

岩
田
信
男 

さ
ん

座談会

　
新
体
制
発
足
時
は
、
各
委
員
が
効
率
的
に

活
動
で
き
る
よ
う
、
農
地
利
用
最
適
化
に
係

る
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
努
め
ま

し
た
。
中
期
に
は
、
農
地
の
仲
介
を
行
う
方

策
を
模
索
し
ま
し
た
。
地
域
の
現
状
と
し
て
、

農
地
利
用
円
滑
化
事
業
が
主
流
で
あ
り
、
仲

介
役
と
な
る
農
協
へ
の
依
存
度
が
高
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
実
行
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
後
期
で
は
、
市
と
協
力
し
、
市
を
４

地
区
に
分
け
、
農
業
関
係
者
に
よ
る
地
域
農

業
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

地
域
農
業
の
実
情
の
把
握
に
務
め
ま
し
た
。

　
当
市
の
推
進
委
員
は
45
名
で
、
愛
知
県
内

で
は
第
１
位
の
委
嘱
人
数
で
す
。
地
域
が
広

く
多
様
な
た
め
、
地
区
ご
と
の
活
動
を
基
本

に
で
き
る
よ
う
に
、
地
区
に
合
わ
せ
た
人
数

に
し
て
い
ま
す
。
農
業
委
員
は
19
名
と
少
な

目
の
人
数
で
す
。

　

推
進
委
員
さ
ん
の
活
動
を
ど
う
展
開
す
る

か
が
、
農
地
利
用
最
適
化
の
カ
ギ
で
す
。
今

年
度
の
改
選
で
は
、
47
％
の
推
進
委
員
が
再

任
と
な
り
、
活
動
経
験
者
に
引
き
続
き
継
続

し
て
も
ら
え
る
こ
と
は
心
強
い
で
す
。

　

市
域
が
平
野
部
と
山
間

部
で
大
き
な
違
い
が
あ
り

ま
す
。
地
区
農
業
委
員
会

方
式
で
、
地
域
特
性
に
応

じ
た
農
地
利
用
最
適
化
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

中
山
間
地
の
農
地
利
用

最
適
化
活
動
は
、
担
い
手

育
成
と
農
地
条
件
改
善
が

課
題
で
す
が
、
難
関
が
山

積
し
、
悩
ま
し
い
で
す
。

　

市
内
を
４
地
区
に
分
け

て
、
実
質
化
さ
れ
た
人
・

農
地
プ
ラ
ン
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
農
業
従
事
者

の
減
少
や
高
齢
化
等
に
よ

る
担
い
手
不
足
が
課
題
で

す
。
特
に
畑
地
の
担
い
手

の
た
め
、
農
地
の
集
積
・

集
約
化
に
力
を
入
れ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

豊 

田
・
み
よ
し

岡 

崎
・
知 

立

豊田市

みよし市

　
名
称
の
違
い
は
あ
る
が
、
地
区
を
中
心
に

し
た
活
動
は
他
市
の
農
業
委
員
会
で
も
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
地
区
農
業
委
員
会
で

は
最
適
化
の
具
体
策
を
実
行
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
課
題
の
多
い
地
区
程
、
課
題
の
議

論
を
す
る
こ
と
に
終
始
し
、
肝
心
の
実
行
が

伴
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
新
た
な
工
夫
、

知
恵
、
挑
戦
す
る
勇
気
と
努
力
、
新
生
農
業

委
員
会
と
し
て
、
地
区
農
業
委
員
会
の
更
な

る
充
実
を
こ
れ
か
ら
３
年
間
目
指
し
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
農
地
に
お
い
て
は
、
集
積
・

集
約
化
の
推
進
と
、
畑
の
担
い
手
確
保
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
市
に
よ
る

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
が
進
め
ら
れ
ま

す
が
、
田
の
集
積
・
集
約
に
つ
い
て
は
一
定

の
成
果
が
得
ら
れ
る
反
面
、
畑
の
担
い
手
確

保
に
つ
い
て
は
難
航
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
そ
の
他
、
農
地
に
係
る
大
小
様
々
な

問
題
が
あ
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
農
業

委
員
・
推
進
委
員
が
協
力
し
、
課
題
解
決
に

尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
密
着
型
の
推
進
委
員

地
区
農
業
委
員
会
方
式
の
活
用

農
地
利
用
最
適
化
へ
様
々
な
取
組
み

畑
地
の
担
い
手
確
保
が
課
題
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岡
崎
市
農
業
委
員
会　
会
長

羽
根
田
正
志 

さ
ん

　

農
業
委
員
会
総
会
後
、
農
業
委
員
、
推
進

委
員
、
事
務
局
職
員
が
、
５
地
区
に
分
か
れ
、

各
地
区
に
お
け
る
課
題
の
洗
い
出
し
を
行
い

ま
す
。
課
題
解
消
に
向
け
て
の
意
見
交
換
で
、

議
論
内
容
は
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

農
地
の
集
積
・
集
約
、
新
規
就
農
の
促
進
な

ど
活
発
な
議
論
を
行
い
ま
す
。

　

実
際
に
課
題
を
解
消
す
る
こ
と
は
な
か
な

か
難
し
い
状
態
で
は
あ
り
ま
す
。
状
況
調
査

は
徹
底
的
に
行
い
、
優
良
農
地
と
遊
休
農
地

及
び
無
断
転
用
農
地
等
の
把
握
は
し
っ
か
り

行
い
、
課
題
解
消
の
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　

兼
業
農
家
が
大
半
を
占
め
、
ま
た
、
高
齢

化
、後
継
者
不
足
農
家
も
多
く
存
在
し
ま
す
。

担
い
手
育
成
等
の
農
地
利
用
最
適
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

総
会
終
了
後
、
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進

会
議
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
市
域
を
東
西

南
北
４
地
区
に
分
け
、
４
名
の
推
進
委
員
と

14
名
の
農
業
委
員
が
、
各
地
域
の
身
近
な
情

報
を
基
に
、
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

西
三
河
は
平
野
部
が
多

く
、
昔
か
ら
豊
か
な
穀
倉

地
帯
で
す
。
し
か
し
、
岡

崎
市
も
都
市
的
地
域
の
拡

大
、
山
間
部
農
家
の
高
齢

化
に
よ
る
農
地
維
持
の
困

難
さ
な
ど
、
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

推
進
委
員
の
活
動
地
区

を
、
葵
・
東
部
・
矢
作
・

六
ツ
美
・
額
田
の
５
地
区

に
分
け
、
地
域
の
実
態
に

応
じ
た
取
り
組
み
や
対
策

の
推
進
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

稲
作
に
加
え
、
都
市
近

郊
型
農
業
が
進
ん
で
い
ま

す
。
し
か
し
、
担
い
手
の

高
齢
化
・
後
継
者
不
足
も

進
ん
で
い
ま
す
。
農
地
利

用
最
適
化
を
今
後
も
促
進

し
て
い
き
ま
す
。

知
立
市
農
業
委
員
会　
会
長

石
原
國
彦 

さ
ん

岡崎市

知立市

　豊田加茂・西三河の地域協議会の会

長、副会長に参加いただき、各市の農

業委員会活動について、意見交換をし

ました。農地利用最適化活動は、３年

前の法改正時から最重要業務として法

定業務となりました。座談会で、各農

業委員会の取り組みが明らかになり、

抱える課題の困難さを実感しました。

これを機に、今後の活動をさらに進展

されることをお願いさせていただきま

す。

■司会進行　豊田市役所産業部

　　　　　　  農林振興室長　高部広明 さん

農業委員会長座談会の開催

　
岡
崎
市
は
平
坦
地
域
と
中
山
間
地
域
が
混

在
し
て
い
ま
す
。
平
坦
地
域
の
集
約
化
は
進

ん
で
い
る
も
の
の
、
中
山
間
地
域
で
は
農
業

従
事
者
の
減
少
・
高
齢
化
等
に
よ
る
耕
作
放

棄
地
や
不
在
地
主
等
所
有
者
不
明
の
農
地
が

増
加
し
て
お
り
、
早
急
に
対
策
を
講
じ
る
必

要
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
の
８
月
か
ら
は
、
農
地
最
適

化
交
付
金
を
活
用
し
て
、
新
た
な
活
動
を
模

索
し
な
が
ら
よ
り
成
果
の
あ
る
農
地
利
用
最

適
化
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
向

け
て
は
、
よ
り
多
く
の
農
業
者
が
納
得
で
き

る
プ
ラ
ン
作
成
を
目
標
に
、
農
業
委
員
、
推

進
委
員
の
連
携
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
農
地
の
利
用
状
況
調
査
、
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
は
、
畑
地
を
重
点
に
進
め
て
い
ま
す
。
地

域
で
畑
の
耕
作
を
し
た
い
、
畑
作
耕
地
を
拡

大
し
た
い
人
の
情
報
を
取
集
し
、
マ
ッ
チ
ン

グ
を
推
進
し
ま
す
。
市
が
協
力
し
て
開
設
し

た
体
験
農
村
「
か
き
つ
畑
」
と
連
携
し
、
委

員
が
月
２
回
畑
作
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
会
終
了
後
に
、
意
見
交
換
会

最
適
化
交
付
金
活
用
の
活
動
展
開

農
地
利
用
最
適
化
推
進
会
議

畑
作
農
地
の
活
用
を
推
進

各農業委員会の課題を実感



て
、
近
い
将
来
農
地
の
出
し
手
と
受
け
手
が
特
定

さ
れ
て
い
る
地
域　
③
後
継
者
が
確
保
さ
れ
て
お

り
、
将
来
安
定
的
に
継
続
さ
れ
る
見
込
み
の
あ
る

集
落
営
農
組
織
が
あ
る
、等
で
す
。
現
在
、豊
田・

上
郷
・
高
岡
地
区
全
体
と
、
松
平
・
藤
岡
地
区
の

中
の
３
集
落
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
後
実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ

ン
作
成
に
必
要
と
な
る
地
域
に
つ
い
て
、
農
業
者

の
年
齢
階
層
別
の
就
農
や
後
継
者
の
確
保
の
状
況

等
を
落
と
し
込
ん
だ
地
図
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま

た
、
実
質
化
に
取
り
組
む
対
象
地
区
ご
と
に
工
程

表
を
作
成
し
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
・
推
進
委
員
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

地
図
の
活
用
や
各
地
域
営
農
協
議
会
の
話
合
い
に

参
加
し
て
、
実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

作
成
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
基

づ
く
貸
出
意
向
の
あ
る
個
々
の
農
地
の
面
積
や
地

番
を
把
握
し
、
中
心
経
営
体
と
の
具
体
的
な
マ
ッ

チ
ン
グ
を
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
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実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
行
を
踏
ま
え
た
農
地
利
用
最
適
化
の
推
進
対
策

対象地区名 範囲
区域内

農地面積
（ha)

近い将来の農地の受け手

中心経営
体数

現状の経営
面積合計（ha)

豊田地区 豊田 323.2 13 183.1

上郷地区 上郷 766.4 74 427.4

高岡地区 高岡 1201.3 2 746.4

松平地区 中垣内、
石楠 11.2 2 8.3

藤岡地区 西中山南部 34.5 1 5.8

対象地区名 集落名 担当推進委員名
高橋地区 手呂　川田町 柘植和道
猿投地区 猿投町 羽根田茂法

保見地区 伊保町・貝津町　
東保見町・保見町・篠原町 渡邊秀己　篠田 譲

石野地区 成合　山中町　 田中新二
松平地区 豊松町　羽明 加藤正道
小原地区 大平町　小原田代 加藤信行　鈴木博隆

足助地区 岩谷町
西樫尾・上切山

倉田富夫
宇井正法

旭地区 押井　東萩平 鈴木順三
稲武地区 大野瀬集落 大島年春

■既に実質化されたと判断した地区・集落

■令和２年度中にプランを作成実質化する地区・集落

３
地
区
と
３
集
落
を
、
既
に
実
質

化
さ
れ
た
地
区
・
集
落
と
判
断

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
地
図
の
活
用

新
規
プ
ラ
ン
作
成
と
委
員
活
動

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作
成
は

各
種
支
援
措
置
の
必
要
条
件

■
豊
田
市
で
は
、「
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
実
質
化

さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作
成
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
プ
ラ
ン
の
工
程
表
を
公
表
し
て
い
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

既
に
実
質
化
し
て
い
る
か
否
か
の
判
断
基
準

は
、
①
既
に
農
地
の
過
半
が
担
い
手
に
集
約
さ
れ

て
い
る
地
域　
②
区
域
内
の
農
地
の
過
半
に
つ
い

既
に
、
実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
地
区
と

こ
れ
か
ら
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
地
区

　
農
地
を
中
間
管
理
機
構
に
ま
と
め
て
貸
付
す
る

場
合
の
地
域
集
積
協
力
金
、
基
盤
整
備
事
業
の
支

援
措
置
等
は
プ
ラ
ン
で
の
位
置
づ
け
は
必
須
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ー
パ
ー
L
資
金
融
資
は
、
当

初
５
年
間
は
利
子
が
優
遇
さ
れ
ま
す
。

▲地図は集落単位で活用できます。但し、面積が一
定範囲なので複数枚になることも。後継者有無の状
況、貸付希望等の農地情報が色分けで見やすい。

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
市
内
全
て
の

農
地
を
対
象
に
、
農
地
利
用
状
況
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
、
８

月
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。
推
進
委
員 

45

人
、
農
業
委
員
19
人
で
、
担
当
地
区
を
調

査
し
ま
す
。
調
査
は
、
遊
休
農
地
の
状
況
、

山
林
化
し
た
農
地
、
違
反
転
用
農
地
等
を

確
認
し
ま
す
。

農
地
利
用
状
況
調
査

を
実
施
中
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
業
委
員

会
で
は
、
遊

休
農
地
の
発

生
防
止
と
解

消
に
努
め
て

い
ま
す
。
調

査

の

過

程

■
地
域
を
回
り
、
農
地
に
立
ち

入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
遊
休
農
地
解
消
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

で
、
農
地
所
有
者
の
方
に
戸
別
訪
問
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ

い
。
遊
休
農
地
で
お
困
り
の
場
合
も
、
遠

慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▲平成 30年度の遊休農地面積比較表

農地利用最適化推進活動の紹介
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■
小
原
地
区
の
農
地
面
積
は
約

439 

ha 

。
昨
年
実
施

の
農
地
利
用
現
況
調
査
の
遊
休
農
地
面
積
は
約 

60 

ha 

で
し
た
。
遊
休
農
地
面
積
率
は
約
14
％
、
増

加
傾
向
で
、
山
間
地
と
し
て
は
高
い
状
況
で
す
。

小
原
地
区
で
は
、
今
回
の
改
選
で
３
人
の
委
員
全

員
が
代
わ
り
ま
し
た
。
農
地
利
用
状
況
調
査
は
初

め
て
の
経
験
な
の
で
、
合
同
で
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
う
こ
と
を
話
合
い
で
決
め
ま
し
た
。

■
お
盆
時
期
の
８
月
14
日
午
後
、
委
員
３
人
に
、

農
業
委
員
会
長
、
事
務
局
職
員
２
人
が
加
わ
り
、

試
験
的
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
会
長
が

調
査
要
領
を
指
導
し
、
土
地
勘
の
あ
る
委
員
の
出

身
集
落
を
手
始
め
に
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

農
地
利
用
状
況
調
査
は
初
の
経
験

新
任
委
員
３
人
で
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
編
成

戸
別
訪
問
調
査
に
よ
る

遊
休
農
地
解
消
活
動
が
課
題

■
今
後
調
査
を
進
め
る
中
で
、
遊
休
農
地
を
草
刈

り
等
で
維
持
管
理
で
き
る
よ
う
に
戸
別
訪
問
を
し

て
お
願
い
す
る
ケ
ー
ス
も
生
じ
て
き
ま
す
。
毎
年

行
う
調
査
で
す
が
、地
道
な
調
査
活
動
を
通
じ
て
、

農
地
利
用
の
最
適
化
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

　
　
　
　

      　
　
（
事
務
局
・
神
谷
光
平　
記
）

▲８月 14 日（金）　農地パトロールの初陣。調査対象リストと地図を照合しながら調査を実施。左から農業委員・加知満さん、推進委員・鈴木博隆さん、同・加藤信行さん。

真夏の現場で汗
遊休農地解消の、農地パトロールを開始

農業委員・推進委員

▲２号遊休農地　荒廃が比較的軽い農地。保全管
理を勧め、遊休農地の解消と防止をお願いします。

▲１号遊休農地　かなり荒廃が進んだ農地。高齢化
と離農によりこうした農地が増えています。

過
程
で
、
新
た
な
遊
休
農
地
が
発
生
し
て
い
な
い

か
、
資
材
置
場
、
駐
車
場
等
へ
の
違
反
転
用
が
な

い
か
も
同
時
に
調
査
し
ま
す
。

■
加
藤
信
行
推
進
委
員
さ
ん
の
出
身
集
落
・
李
す
も
も

町

の
調
査
で
は
、
こ
の
農
地
の
所
有
者
は
転
出
し
た

た
め
遊
休
農
地
と
な
っ
て
い
る
と
の
加
藤
さ
ん
の

情
報
で
直
ぐ
に
判
定
で
き
た
事
例
が
あ
り
ま
し

た
。
調
査
を
迅
速
に
行
う
に
は
、
調
査
対
象
農
地

が
ど
こ
に
あ
る
か
を
的
確
に
知
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
初
め
て
の
巡
回
は
農
地
の
特
定
に
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
小
原
地
区
の
全
遊
休
農
地
数
だ
け
で

も
、
約

1400
筆
あ
り
ま
す
。
今
後
10
月
30
日
ま
で
何

日
間
も
か
け
て
調
査
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

小原地区の

昨
年
度
調
査
の
遊
休
農
地
を
基
本
に

農
地
地
図
で
一
筆
毎
に
確
認

■
調
査
は
全
農
地
を
巡
回
し
ま
す
が
、
昨
年
度
の

調
査
結
果
の
１
号
・
２
号
遊
休
農
地
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
を
確
認
す
る
の
が
基
本
で
す
。
調
査
の
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編 

集 

後 

記

■
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
改

選
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
に
も
新
た
な
風
が
吹
き

ま
し
た
。
農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
最
優
秀
賞
受
賞

と
い
う
快
挙
に
驕
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
新

体
制
の
農
業
委
員
会
の
取
り
組
み
を
、
農
業
者
の

皆
様
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
ー
神
谷
光
平
）

■
毎
月
開
催
の
農
業
委
員
会
総
会
に
お
い
て
転
用

案
件
等
を
審
議
し
ま
す
。
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の

調
整
区
域
内
転
用
件
数
は
、
第
４
条
（
地
主
が
農

地
以
外
に
利
用
）
が
13
件
で
、
面
積
は
約
７
千

㎡
で
し
た
。
第
５
条
（
地
主
以
外
が
農
地
以
外

に
利
用
）
の
転
用
件
数
は
72
件
で
、
面
積
は
約

４
万
７
千
㎡
で
し
た
。
届
出
制
の
、
市
街
化
区
域

内
転
用
は
、
第
４
条
が
20
件
、
約
１
万
１
千
㎡
、

第
５
条
が
95
件
、
約
６
万
５
千
㎡
で
し
た
。

　
ま
た
、
農
地
等
を
農
地
と
し
て
売
買
や
貸
し
借

り
す
る
第
３
条
の
件
数
は
、
28
件
で
、
面
積
は
約

５
万
９
千
㎡
で
し
た
。
そ
の
他
、
生
産
緑
地
の
主

た
る
従
事
者
証
明
６
件
、
相
続
税
納
税
猶
予
の
適

格
者
証
明
４
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

第
５
条
調
整
区
域
転
用
、
約
４
万
７
千
㎡

▲新型コロナ対策のため、午前・午後と２回に分けて　　　
　開催されました。調査手順の説明を受けた後、地区　
　別に調査の具体的話し合いを熱心に行いました。

■
加
入
で
き
る
人　

①
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事　

③
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
方　

＊
国
民
年
金+

農
業
者
年
金
が
安
心

■
積
立
方
式
だ
か
ら
、
自
分
が
か
け
た
金
額
は
年
金
と

し
て
生
涯
も
ら
え
ま
す
。

■
保
険
料　

月
２
万
円
～
６
万
７
千
円
ま
で

■
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局　

(

℡
34
―
６
６
３
９)

あ
い
ち
豊
田
農
協　

（
℡
31
―
２
３
２
６
）

●
農
業
者
の
老
後
は
国
民
年
金
だ
け
で
は
不
安
で
す

農
業
者
年
金
で
安
心
な
老
後
を

活動記録豊田市農業委員会

農
業
委
員
会
総
会

審
議
概
要
紹
介

「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
が
全
国
一
位
に

■
７
月
20
日
、
農
業
委
員
へ
の
任
命
辞
令
交
付
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
長
か
ら
「
豊
田
市
は
山
間

部
か
ら
南
部
の
平
坦
地
ま
で
、
多
様
で
、
豊
か
な

農
業
が
あ
り
ま
す
。
委
員
同
士
で
も
お
互
い
に
学

び
あ
い
、
豊
田
市
全
体
の
農
業
の
底
上
げ
に
貢
献

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
３
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
同
日
、
農
業
委
員
会
長
か
ら
推
進
委
員
へ
の
委

嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
交
付
式
後
、
早

速
業
務
研
修
を
受
け
、
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

農
地
利
用
状
況
調
査
の
事
前
会
議
開
催

農
業
委
員
の
任
命
と
推
進
委
員
の
委
嘱

■
８
月
６
日
、
豊
田
市
役
所
南
庁
舎
に
て
令
和
２

■
昨
年
行
わ
れ
た
第
26
回「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
、
豊
田
市
農
業
委
員
会
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
６
月
26
日
、
早
速

市
長
に
喜
び
の
受
賞
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

年
度
の
農
地
利
用
状
況
調
査
実
施
の
事
前
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。
会
長
よ
り
、
利
用
状
況
調
査
の

主
旨
と
制
度
説
明
、
農
地
法
の
解
説
や
遊
休
農
地

の
判
定
手
順
・
解
消
に
向
け
て
の
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
事
務
局
よ
り
調
査
手
順
の
説
明
、
記
録

の
仕
方
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
委

農
業
委
員
・
推
進
委
員

活
動
紹
介

農業委員会 雑 記
■新型コロナウイルスと農業委員会活動
　農業委員会の重要業務は農地利用最適化
活動である。この活動は、人に会ったり、
集会を開いたりすることが重要になる。い
わゆる「三密」に係る内容となる。農業委
員会としては、会議参加人数の縮小等様々
な工夫をしてきた。自粛だけでは、活動が
停滞してしまう。今後も状況に合わせ、さ
らに活動を展開しなければならない。
■改選後の農業委員会の新体制
　７月２０日を区切りに、新たな任期３年
の活動を始めた。物事最初が肝心と言うが、
コロナ禍で予定の研修が満足にできないの
が残念である。幸い、多くの委員が再任と
なり、業務の停滞は免れそうである。しか
し、新任委員にはいきなりの実務に直面す
ることもあり、事務局に問い合わせの電話
が響いた。
■農業委員会長の座談会
　近隣市の農業委員会長の座談会を開い
た。今回の特集記事である。忌憚のない対
面の情報交換は得るものが多い。全体を把
握し、個の特異を自覚することは、次への
ステップに繋がる。

( 農業委員会会長　横粂　鈞）

会長

員
の
改
選
で
新
任
の
委
員
が
多
く
、
説
明
後
の
質

疑
で
は
沢
山
の
質
問
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　
会
議
終
了
後
は
、各
地
区
毎
に
委
員
が
集
ま
り
、

調
査
の
分
担
や
調
査
予
定
日
等
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
行
い
ま
し
た
。
会
議
後
に
は
、
８
月
か
ら
10

月
30
日
に
か
け
て
、
豊
田
市
内
に
あ
る
農
地
の
状

況
を
調
査
し
ま
す
。

農
用
地
利
用
集
積
計
画
決
定　

約
32
万
２
千
㎡

■
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
農
用
地
利
用
集
積
計
画

決
定
は
、
約
32
万
２
千
㎡
で
し
た
。
農
用
地
利
用

配
分
計
画
決
定
は
、
約
７
万
８
千
㎡
で
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

空
き
地3

情
報
バ
ン
ク
制
度
に
よ
る
農
地
売
買

■
平
成
28
年
10
月
の
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
に

加
え
、
新
し
く
空
き
地3

情
報
バ
ン
ク
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
に
よ
り
購
入
す
る
土
地

に
合
わ
せ
て
、
付
随
す
る
農
地
を
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
面
積
は
１
～
10
ア
ー
ル
未
満
で
、

都
市
計
画
区
域
外
農
地
（
下
山
・
足
助
・
小
原
等
）

に
限
り
ま
す
。
８
月
３
日
か
ら
の
適
用
で
す
。


